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    自己表現力を高めるための段階的指導の工夫 

―コミュニケーション能力を高めるための英語Ⅱの指導法― 
 

１ 課題設定の理由 
 現行の学習指導要領における英語Ⅱの目標は次のとおりである。 

幅広い話題について、聞いたことや読んだことを理解し、情報や考えなどを英語で話したり 

書いたりして伝える能力をさらに伸ばすとともに、積極的にコミュニケーションを図ろうとす

る態度を育てる。 

しかし、これまでの英語Ⅱの指導では、訳読や文法説明に偏りがちであり、生徒が英語を発話する

機会や、生徒のコミュニケーション力を育む言語活動を行う機会が少ない傾向にあった。そのため、

英語Ⅱの授業は、すなわち和訳の授業であるととらえる生徒も多いのではないかとの懸念がある。 

 平成25年度より実施される新学習指導要領では、新しく「コミュニケーション英語Ⅱ」という科目

が設けられる。その目標は次のように示されている。 

英語を通じて、積極的にコミュニケーションを図ろうとする態度を育成するとともに、情報 

や考えなどを的確に理解したり適切に伝えたりする能力を伸ばす。 

ポイントは、的確に理解し適切に伝える能力と、英語を通じてコミュニケーション能力を伸ばしてい

くことである。内容としては、生徒が情報や考えなどを理解したり伝えたりすることができるように

具体的な言語の使用場面を設定して、次のア～エのような言語活動を英語で行うとしている。 

ア 事物に関する紹介や報告、対話や討論などを聞いて、情報や考えなどを理解したり、概要や要

点を捉えたりする。 

イ 説明、評論、物語、随筆などについて、速読したり精読したりするなど目的に応じた読み方を

する。また聞き手に伝わるように音読や暗唱を行う。 

ウ 聞いたり読んだりしたこと、学んだことや経験したことに基づき、情報や考えなどについて、

話し合うなどして結論をまとめる。 

エ 聞いたり読んだりしたこと、学んだことや経験したことに基づき、情報や考えなどについて、

まとまりのある文章を書く。 

また、「未知の語の意味を推測したり、背景となる知識を活用したりしながら聞いたり読んだりす

ることを指導するように配慮すること」とも明記されている。 

新学習指導要領では、授業が英語でのコミュニケーションの場であると考え、授業を英語で行うこ

とが基本と明記されている。しかし、現状を考えると、これらの言語活動を英語で行っていくには、

まずはこれまで以上に授業の中で英語を聞いたり話したり書いたりする機会を段階的に増やしていく

ことが重要である。そして、英語で得た情報を自分の中で整理、理解し、それに基づいた自分の考え

を英語で伝えることに、生徒が徐々に慣れていけるような段階的指導ができないかと考えた。抵抗な

く英語でコミュニケーションを図ろうとする態度を育成することを目指し、この研究に取り組んだ。 

  

２ 生徒の実態及び仮説の設定 
（１）事前アンケート 

５月下旬に、英語学習に対する意識を調査するために、アンケートを実施した。今回調査対象と

した生徒は「人文・国際コース」に属しており、外国語の科目を３年次で９単位履修している。英

語Ⅱは２年次から引き続きの履修であり、３年次では３単位の履修となる。 

 

事例Ⅲ 
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＜実施したアンケート＞ 対象：３年人文国際コース ２クラス36名 

 

 問１ あなたは英語が好きですか？   はい  ・  いいえ 

 問２ 「聞く」「話す」「読む」「書く」の中で得意なことは何ですか？ 

 問３ 「聞く」「話す」「読む」「書く」の中で苦手なことは何ですか？ 

 問４ 「聞く」「話す」「読む」「書く」に関して、英語でどのようなことができるようになり 

たいですか？ 

 問５ 英語は必要だと思いますか？   思う  ・  思わない 

  

＜アンケート集計結果＞ 

問１                   問２ 

 

問３                   問４   

 
 

問４（多いものを抜粋） 

「聞く」ことに関して 

相手の言いたいことがわかる／外国人が話していることがわかる 

「話す」ことに関して 

  外国人と会話したい／自分の言いたいことを相手に伝えたい 

「読む」ことに関して 

  分からない語があっても内容を把握できる／スラスラ読める／ＣＤみたいにきれいな

発音で読める 

「書く」ことに関して 

  スペリングミスや文法の間違いなしで書ける／手紙が書ける／ 

  言いたいことを伝える文が書きたい 

55%45%

あなたは英語が好きですか？

好き

嫌い

18%

29%

9%

44%

聞く・話す・読む・書くの中で
苦手なことは何ですか？

聞く

話す

読む

書く

28%

8%
39%

25%

聞く・話す・読む・書くの中で
得意なことは何ですか？

聞く

話す

読む

書く

94%

6%

英語は必要だと思いますか？

思う

思わない
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    アンケートの集計結果から、生徒の半数以上が英語を「好き」だと回答し、「読むこと」を得意

としている生徒が多いことが分かる。これは、これまでの授業の中で、和訳することを含めた「読

むこと」に関する言語活動が多く、比較的抵抗なく取り組めることが要因の一つだと考えられる。

一方、大半の生徒が「書くこと」を苦手と感じ、次いで「話すこと」とアウトプットに対する苦手

意識を強くもっていることがわかる。しかし、問４では「話すこと」「書くこと」ことについて、

「自分の言いたいことを相手に伝えられるようになりたい」と多数の生徒が回答している。このこ

とから、生徒は自分のことを英語で表現したい気持ちをもってはいるが、英語に対する苦手意識が

あったり、自信がなかったりして、積極的に自己表現活動に取り組めないのではないかと考えられ

る。 

 

（２）事前アンケートに基づく仮説 
アンケート結果から、以下の仮説を立てた。 

   仮説１ 教員が授業中になるべく英語を多く発話することで、英語に触れる機会を増やし、教

員と生徒のコミュニケーションを英語で図っていけば、英語を通したコミュニケーショ

ンへの興味・関心を高めることができる。 

   仮説２ 苦手意識の低い「読む」「聞く」ことを中心とした言語活動を、身近な話題をテーマ

にした「書く」活動や「話す」活動につなげていくことで、英語に対する抵抗をあまり

感じずに、自己表現活動へとつなげることができる。 

   仮説３ ペア → グループ → クラスルームと、コミュニケーションの対象を広げることで、

意欲的にコミュニケーションを図ろうとする姿勢を段階的に身に付けることができる。 

 

（３） 到達目標の設定 
これまでの英語Ⅱの授業の指導手順は次のとおりであった。 

a)新出語彙・重要語句の意味を辞書で調べる。 

   b)本文ＣＤを聞き、音読をする。 

   c)ワークシート（資料１）を配布し内容理解の確認を行う。 

   d)文和訳を穴埋め形式で行う。 

   e)音読をする。 

   f)文法事項を説明し、演習をする。 
これまでの指導では、全て日本語で解説・内容理解を行っており、英語を「読む」「聞く」

活動はあったが、「話す」「書く」活動がほとんどなかった。 
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＜資料１＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

普段の授業からも、「英語は好きだけれど苦手」という生徒が多く、英語に対する興味・関

心はあるものの、科目としての英語を学習することには苦手意識が強いことは容易に理解でき

る。辞書ひきや問題演習などの作業的活動には黙々と取り組むが、授業中の発言は少なく、表

現活動には非常に消極的である。今回の研究では、英語でのインプットを十分にするために、

まずは授業を英語で行うこととした。まず、教師の英語の発話を、次に生徒同士で英語での対

話の機会を増やし、少しずつコミュニケーションを図ることへの意欲を高める。そして、アウ

トプットの活動を効果的に取り入れ、生徒の自己表現力の伸長につなげていくようにした。段

階的に指導することで、英語で自分を表現することへの自信をもたせ、英語を使うことや人と

かかわることの楽しさを実感させたいと考えた。 

「まずは授業中の英語でのインプットを徐々に増加し、情報や考えを整理してアウトプット

させる活動につなげる」ことを到達目標とし、月ごとの到達目標を設定して検証することにし

た。 

 

３ 本研究の流れ 
本研究は以下の流れで実施した。 

５月下旬   事前アンケートを実施する。 

            ↓ 

６月     Lesson５の授業を実施する。 

              授業中に英語でのインプットの機会を増やす工夫をする。  

           ↓                                                        

 ７・８月   Lesson11の授業を実施する。 

        教科書の内容に基づいて、自己表現活動を取り入れる。 

        授業中、教師と生徒が英語でインタラクションを取るようにする。

         ↓                                                  

９月     Lesson６の授業を実施する。 
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        教科書の内容を少し発展させた自己表現活動を行う。 

        生徒同士でのインタラクションがとれるような活動をする。 

          ↓ 

10月     Lesson９の授業を実施する。 

教科書の情報を整理し、自分の考えをまとめ、それを伝える活動 

（アウトプットを意識した活動）をする。 

        生徒同士でコミュニケーションが図れるようにする。 

↓ 

11月     事後アンケートを実施し、研究の考察をする。 
  

４ 実践内容   
（１） ６月  使用テキスト ENGLISH NOW Ⅱ Lesson5  Mottainai  （開隆堂） 
到達目標                 

① 英語を聞いたり読んだりして、題材についての基本知識を得ることができる。 

② 英問英答をしたり絵を用いたりして、教科書の内容を理解することができる。 

③ 教科書の内容について、自分の体験を英語で書くことができる。 

   

指導目標 
① 写真を提示したり、簡単なＱ＆Ａをしたりしながら内容について英語で説明し、授業の概略

をつかめるようにする。 

② 英問英答をしたり絵を活用したりして、内容理解を図る。焦点をしぼり、答えを本文中から

抜き出せるような設問になるように工夫する。 

③ 単元のテーマについての体験談を英語で書かせる。その際、例文とそれについてのイラスト

を提示し、積極的に活動に取り組めるようにする。 

     

（ア） 活動事例 ①  英語で導入（Oral Introduction）をする 
  Wangari Maathai さんについて、写真を見せ、英語で説明をして理解させる。その際、本文理解

の助けとなるよう、彼女の出身地や「もったいない」という言葉についても簡単な英語で補足説明

をする。 

－指導手順と留意点－ 

  a) プロジェクターを用いて写真（資料２）を提示し、その人物が誰であるか質問する。マータ

イさんであることを確認させる。 

  b) マータイさんについてのＱ＆Ａを行い、彼女の出身地・職業を理解させる。答え(Kenya /  

 Professor)についても簡単な英語で説明し、本文理解の助けとなるようにする。 

Oral Introductionは初めてのことなので、質問した後に英文を提示し、文字で確認させた。

  c) 「もったいない」という言葉がマータイさんによって世界に広められたことを、英語による

   Ｑ＆Ａで確認する。 
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＜資料２＞ 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（イ）活動事例②  英問英答をすることで内容を理解する 

本文の内容を理解させるために、英語で書か ＜資料３＞ 

れたComprehension Questionに答えさせる。 

－指導手順と留意点－          

    a) ワークシート（資料３）に書かれた 

Comprehension Questions に英語で答えさ 

せる。答えを本文の中から抜き出せる質問 

を設定し、英語での質問に英語で答えるこ 

とができたという達成感を得させる。 

  b) 内容理解の確認のため、簡単なSummary 

      埋め形式で完成さる。 

 

 

（ウ）活動事例③  絵を用いて内容を確認する     ＜資料４＞ 

本文の内容理解を促す。 

－指導手順と留意点－ 

  a) 各自で本文を読む。和訳はしない。 

b) ワークシート（資料４）を配布する。本文の内容 

を表す絵を５枚提示する。それを本文の流れに沿っ 

て並べ換えさせる。絵が内容理解の助けとなるよう 

に、簡単な英語を補足として加える。周りと相談し

   てもよいことにする。 
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（エ）活動事例④ 自分の体験を英語で書く       ＜資料５＞ 

レッスンのまとめとして、自分が「もったいない」と感 

じることを英語で書かせた。教科書のテーマは「リサイク 

ル運動」であるが、それに限定せず身近な体験談を書かせ 

ることで題材が増え、自由な発想ができ積極的に活動でき 

ると考えた。また、例文もリサイクルとは関係ないもの 

を提示した。 

－指導手順と留意点－ 

  a) ワークシート（資料５）に書かれた例文について説 

明する。生徒が共感できるような内容にし、「私だっ 

たら」とイメージできるようにする。 

b) 自分の「もったいない体験」を英語で書かせた。生 

徒が書く意欲を失わないように、パラグラフライティ 

ングではなく、２～３文でよいことにする。 

c) 書いた英文を隣の生徒に見せ、それについて共感で  

    きるか、意見交換をさせる。 

 

（オ）６月の研究内容の考察 

  少しずつ活動の難易度を上げながら、４種類の活動を実施した。授業で教師が英語を発話する回

数も日ごとに増やしていったが、生徒は思ったほど負担に感じていないようであった。日本語を全

く使わないわけではなく、生徒の状況を見ながら英語と日本語をバランスよく授業に取り入れるよ

うにしたためではないかと思う。今後は教師の発話する英語をさらに増やしていくことと、生徒の

発話量を増やしていくことが課題である。到達目標ごとの考察は次のとおりである。 

到達目標①：写真やパワーポイントなどの視聴覚教材を使うことで英語を用いてスムーズに導入

することができた。 

  到達目標②：教科書の本文を読むことには慣れているため、比較的理解しやすく、設問に対する

正答率も高かった。英語で答えることについては戸惑っている生徒もいたが、本文

から答えを抜き出せるようにすることで、自信をもって答えを書くことができるよ

うになった。 

  到達目標③：モデルセンテンスを提示したり、書く文を２、３文でよいとしたりしたため、普段

はなかなか自発的に自由英作文に取り組めない生徒も積極的に活動に取り組んでい

た。時制や人称等の間違いは多かったが、英語で書くということにあまり抵抗を感

じず、自分の体験を英語で表現しようとする前向きな姿勢が見られた。また、生徒

同士で互いの英文を読み、意見交換することで、自分が伝えたいことを理解しても

らえる喜びを感じることができたようである。 

 

（２）７・８月 使用テキスト ENGLISH NOW Ⅱ Lesson 11  Free the Children （開隆堂） 
（ア）６月の考察に基づく工夫改善 

生徒は身近なテーマであれば自己表現活動を英語で行うことに抵抗を感じない。そのため、生徒

の自由な発想を表現する活動を授業に取り入れることにした。さらに、教師も生徒も発話量を増や

すために、英語を用いて新出単語を確認する指導を工夫することにした。しかし、意味を知らない

語をさらに英語で理解することは困難であると考え、まずは日本語と英語を用いて意味を理解させ
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る活動を行うようにした。 

到達目標 
① グループの中で自分の考えを英語で述べることができる。      

② 英語での説明を聞いて、題材についての知識・情報を得ることができる。 

③ 教科書の内容について、自分の意見を英語で書くことができる。 

           

指導目標 
① グループでレッスンのテーマについて話し合いをさせ、意見を発表させる。活動を通し、

自分の意見を英語で相手に伝えることを経験させる。 

② 児童労働についてパワーポイントを用いながら英語で説明し、それについて興味・関心を

もたせる。 

③ 主人公の立場になり、自分の意見を英語で書き、内容理解を深めさせる。 

           

（イ）活動事例 ⑤ レッスンの導入として英語でグループディスカッションを行う 

「児童労働」について学習する前に、「大人と子どもの違い」

についてグループで簡単な話し合いをさせた。一人ずつ意見を発

表するのではなく、グループの考えを話し合ってまとめさせるこ

とで、英語で自分の意見を述べることへの抵抗感を減らし、活発

な意見交換ができるようにした。 

 

－指導手順と留意点－                  ＜資料６＞ 

   a) ワークシート（資料６）を用いて、グ

ループで「大人と子どもの違い」につい

て話し合わせる。思いついたことを、文

章ではなく、箇条書き（単語だけでもよ

いとした）にするよう指示し、活発な意

見交換を促す。 

   b) グループでまとめた意見を、板書させ 

る。他のグループの生徒に理解してもら 

えるよう、できるだけ分かりやすい英語 

で表現するように指導する。 

   c) 複数のグループから”worker““student” という意見が出たことを確認し、児童労働につ

いて写真などを使って英語で説明する。 

                                                ＜資料７＞  

（ウ）活動事例⑥ 自分の意見を英語で書く   

  内容理解を深めるため、主人公の立場になって

 「自分ならこうする」という具体的な意見を書か 

 せる。           

－指導手順と留意点－ 

  a) 本文の内容理解を行う（前時）。 

  b) ワークシート（資料７）を配布し、「もしあ
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なたがCraigだったらどうするか。」という質問(Ｑ２)に英語で答えさせる。文の長さなどの

条件は与えず自由に意見を書かせる。 

  c) 数名の生徒に意見を発表させる。他の生徒には発表をよく聞いて、賛成か反対かを考えさせ

る。 

  d) 「Craigは何をしたか」(Ｑ３) を予想させ、英文で書かせる。 

 

（エ）７・８月の研究内容の考察 

英語でコミュニケーションを図るためには、まずどれだけ英語を発話できるかということがポイ

ントになる。指示を英語で出すのはもちろん、生徒との英語でのインタラクションを心がけた。 

事前アンケートからも分かるように、生徒は、「話す」ことよりも「書く」ことに苦手意識を感

じている。しかし、生徒の現状を考えると、頭の中で文を組み立て、英語でスムーズにやりとりを

することは難しい。一度伝えたい内容を文章にしないと、生徒の不安は大きくなってしまう。英語

でコミュニケーションを図るためには、まずは自分の意見を「書く」活動を指導に取り入れること

が必要であると考え、少しずつ書く活動を行った。生徒は苦手意識の強い「書く」活動にはやはり

消極的になってしまうが、書く内容を工夫したり、ペアワークなどで相談し合えるようにしたりす

ることで、「書く」ことへの抵抗を少なくする工夫をした。 

グループでのディスカッションでは、何とか自分の考えを伝えよう、相手の考えを理解しようと

お互いに努力する姿が見られ、相乗効果で活発な話し合いができていた。生徒に感想を聞いたとこ

ろ、やってみると楽しいという意見が多かった。到達目標ごとの考察は次のとおりである。 

到達目標①：英文ではなく単語で意見をまとめさせたことで活発な意見交換ができた。 

  到達目標②：児童労働について知らない生徒がほとんどであったが、実際の児童労働者の写真や

仕事の内容などを紹介したことで、興味・関心が高まり、日本語ではあったが「な

ぜ子どもが働かなくてはいけないのか」「学校に通えることが幸せだ」などの意見

が多く出された。 

  到達目標③：ワークシートが、初めから意見を求めるのではなく、質問に対する答えを書く形式

であったため、抵抗なく英文を書くことができ、多種多様な意見が挙げられた。こ

れまではワークシートに何も書かない生徒が何名かいたが、全生徒が意見を書くこ

とができた。 

 

（３） ９月 使用テキスト ENGLISH NOW Ⅱ Lesson６  GM Foods（開隆堂） 
（ア）７・８月の考察に基づく工夫改善 

  生徒は、英語で自分の意見を書くことには徐々に慣れ、あまり抵抗感を感じなくなった。しか

し、単語から文章にはなってきたものの、まだ数文しか書くことができない。また、「文を書く」

ことに精一杯で、文のつながりや英語としての正確さを意識することまでは到らず、内容としては

まだまだ不十分である。 

何度かグループの中で話し合う活動を行い、全員が自分の考えを発言したり、相手の意見を理解

しようとしたりするようになり、意欲的に取り組むことができるようになってきた。しかし、「伝

えよう」「聞こう」という意識は強いものの、伝える内容は、文章で言うと多くの場合一文程度で

ある。また。聞く側も、聞いたことに対して何か応答するというようなインタラクションはなく、

一方通行の情報伝達である。 

そこで、教科書の内容理解の際に、意見とその根拠など、プラスアルファの文を加えて自己表現

できるような活動を取り入れることにした。また、さらに英語でのインプットを増やすために、語
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句や本文の内容理解を「読む」「聞く」活動を継続して行うこととした。内容的には難易度の高い

レッスンであるが、図や写真を使った導入や、本文中から答えを抜き出せる形式のComprehension 

Questionsを工夫し、生徒の内容理解を深めるようにした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

（イ）活動事例⑦ 英問英答により内容を理解する 

本文の内容を、生徒が理解しやすい英語でパラフレーズする。いくつかの質問をし、それに答

えさせながら内容理解を図る。 

－指導手順と留意点－ 

  a) ワークシート（資料８）を配布し、質問に対する答えを本文中から見つけ、抜き出させる。 

  b) 答えとなる本文を簡単な英語でパラフレーズし、説明する。具体的な写真を見せ、生徒が理 

解しやすいようにする。 

＜資料８＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

到達目標 
① 図や写真を用いながら、抽象的な語句や遺伝子組み換えについて英語での説明を聞いて理解 

することがでる。                            

② 本文の内容に関する英語で書かれた質問に答えることで、内容理解を深めることができる。 

③ テーマについて、本文の表現を参考にしながら自分の意見を英語で書き、発表することがで

きる。 

指導目標 
① 抽象的な語句やテーマを、図や写真、身近な例などを挙げながらできるだけ簡単な英語で言

い換えて説明し、理解させる。 

② 本文の要点となる部分について簡単な英語で質問し、それに答えさせることで、内容理解を

図れるようにする。 

③ 自分の意見（賛成・反対）とその根拠を、本文の表現を参考にして英語で書かせることで、

内容理解を深めさせる。 

④ まとめの活動として、テーマについての意見をグループ内で発表し、それについてさらに話

し合うことにより、生徒同士でのインタラクションが図れるようにする。 
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（ウ） 活動事例⑧ 英語で意見を書いて発表する 

遺伝子組み換えのメリットとデメリットについて教科

書で学んだあと、自分は遺伝子組み換えに賛成なのか反

対なのかを考えさせる。本文で学んだことを基に考えさ

せ、自分の意見の根拠も明確にさせる。発表することを

前提とした活動なので、相手に分かりや語を用いたり、

正確な英語で書いたりすることが必要になる。どのよう

に伝えれば相手が理解しやすいかも考えさせる。 

－指導手順と留意点－ 

  a) ワークシート（資料８）の最後に、遺伝子組み換え食品に賛成か反対かを書かせる。 

  b) a)の根拠を書かせる。本文をそのまま抜き出しても自由に書いてもよいこととするが、書い

たものを見せるのではなく、口頭で自分の意見を相手に理解してもらうことを意識させ、どの

ように表現すればよいかを考えさせる。 

c) 自分の意見をグループの中で発表させる。的確に伝えるためには、原稿を読むのではなく、

アイコンタクトやジェスチャーなど、効果的な伝達手段は何かを考えなければならないことを

指導する。 

   d) グループの中でそれぞれの意見について話し合う。具体的には、発表された内容について、

同意するか・しないか、その理由は何かを述べるように指導する。一方的な情報伝達にならな

いように、必ず発表内容について話し合いをするようにさせる。 

発表内容が理解できなかったときは、もう一度発表してもらってもよいとする。ただし、そ

の際は伝える側はなぜ伝わらなかったのか、聞く側はなぜ理解できなかったのかをよく考えて

から、二度目の発表をするように指導する。 

 

（エ）９月の研究内容の考察 

継続して行っている英語でのOral Introductionや教科書の内容に関する英問英答に関しては、

教師が発話する英語も、ワークシートなどで使用する英語も徐々に難易度を上げたが、慣れてきた

こともあり、生徒は十分に理解できているようである。今回のレッスンは遺伝子組み換えに関する

もので、生徒にとってはあまり身近に感じられない話題であったが、何とか英語でのアウトプット

の活動を取り入れる工夫をした。グループでのディスカッションには慣れてきていたので、学んだ

ことに基づいて情報や意見を整理して、自分の意見を述べ合う活動を行った。多少時間はかかった

ものの、生徒たちは自分の意見を伝える適切な表現や効果的な伝達方法などを考え、積極的に活動

に参加していた。 

しかし、以前からの課題である、発話する英語の正確さに関しては、生徒は意識するようにはな

ってきたもののまだまだ不十分である。また、「書く」活動をしてから「話す」活動を行うと、ど

うしてもスクリプトに頼ってしまい、「読む」活動になってしまう。そのため、インタラクション

は取れているものの、効果的なコミュニケーション活動としては成立していないと思われる。到達

目標ごとの考察は次のとおりである。 

  到達目標①②：身近な例を挙げたり、実際に遺伝子組み換え食品を提示したりしながら、遺伝子

組み換え食品について説明することで、基本的な知識を英語で理解することがで

きた。また、Comprehension Questionの答えを本文から抜き出させ、それをさら

に簡単な英語で説明することで、本文の理解を深めることができたようである。 
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  到達目標③④：約半数の生徒が本文から自分の意見の根拠となるものを抜き出していたが、本文

にない語句を調べたり、インターネットなどでさらに詳しく調べたりして、自分

の意見を発表する生徒もいた。発表については、自分が書いた意見を読み上げる

生徒が多く、コミュニケーション活動としてはまだ十分とは言えない部分もあっ

た。 

 

（４) 10月  使用テキスト ENGLISH NOW Ⅱ Lesson９  Lena Maria（開隆堂） 
（ア）９月考察に基づく工夫改善 

前述のように、少しずつではあるが、自ら考え、それを英語で表現する活動に慣れてきたように

感じる。しかし、これまでは本文中にヒントがあったり、教師が途中まで誘導したりと、ある程度

情報を与えたり、状況を設定したりした中での活動であった。 

そこで、何もない状態から自分で構成を考え、文と文とのつながりを意識して英文を書くという

活動をさせることにした。さらには、これまでは教師が新出単語や本文を既習の単語で言い換えて

きたが、生徒同士で簡単な英語で言い換える活動を取り入れることにした。また、最終的には、ス

ピーチという形で、自分の意見などを相手に伝える活動の機会を与え、「話す」という形の自己表

現活動をすることにした。 

  

到達目標 
① 新出語句・重要語句を日本語ではなく簡単な英語で言い換えることで語句の意味を理解で

きる。また、簡単な英語で、新出語句の意味を説明することができる。   

② テーマについて、自分の意見をまとめ、グループやクラスで発表することができる。 

③ 相手の考えを理解し、自分の考えと照らし合わせて、意見交換ができる。 

         

指導目標 
① 新出語句などを英語で言い換えたものを読んだり、書いたりさせることで理解を深めさせ

るとともに、語句等を分かりやすい英語で説明することができるようにする。 

② スピーチ形式での意見発表で、どのようにして自分の言いたいことを的確に相手に伝える

かを考えさせ、実践させる。 

③ スピーチを聞き、相手が伝えようとしていることを正確に理解し、それに対する自分の考

えを述べるように指導する。 

         

（イ） 活動事例⑨  英語で新出語句や重要語句の意味を理解する。 

―指導手順と留意点― 

  a) ワークシート（資料９）を配布し、新出語句などを簡単な英語で言い換えながら教師が本文

を説明する。できるだけ生徒が理解できる単語で説明する。生徒には特に新出単語に注意しな

がら聞くように指示する。 

  b) 新出・重要語句と、それらを分かりやすい語で言い換えた文とを組み合わせるように指示す

る。その際、a)で教師が説明した英文や本文を参考にするよう指示する。 

  c) 日本語で意味を確認しないと理解できているか不安だという生徒もいる場合には、マッチン

グが終了した後、辞書で意味を確認させる。 



- 46 -

＜資料９＞                  ＜資料10＞ 

      

    

 

（ウ）活動事例⑩ 語句を英語で言い換えることで、理解を深める。 

活動⑨を発展させ、生徒に語句を英語で言い換えさせる。最初は二つのペアで活動させ、あるペ

アが英語で言い換えたものを別のペアがマッチングをするという活動にした。何度か実施し、生徒

が慣れてくるとペアワークにし、一人が英語で言い換え、もう一人の生徒がそれをマッチングする

活動に発展させた。 

―指導手順と留意点― 

  a) ワークシート（資料10）を配布し、新出語句・重要語句の意味を辞書で調べる。 

  b) 調べた語句を、その意味を分かりやすい英語で言い換える。説明できない時には、その語句

の例を挙げたり、文章でなく単語のみ説明したりと、ペアで工夫するように指示する。伝わり

やすい英語で表現することが重要であることを指導する。 

  c) ワークシートを交換し、新出語句と言い換えた英語をマッチングをさせる。その際、英語の

間違いに気づいたら訂正し合うように指示する。また、自分が英語で言い換えた文を読み、相

手にどの語句の説明であるかを答えてもらうなど、コミュニケーションを図りながら確認する

という方法も取り入れる。 

 

（エ）活動事例⑪ 自分の意見を英語で発表する 

本文では、“What do you think about Sweden?”という 

問いに対し、Lena Mariaが自国スウェーデンに対する自 

分の意見を述べている。そこで、生徒に対して“What do 

you think about Japan? ”という問いかけをする。自国日 

本に対する自分の意見をまとめ、スピーチとして発表さ 

せることにした。   
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  ―指導手順と留意点―                       ＜資料11＞ 

 a) ワークシート（資料11）を配布し、日本 

について自分の意見をまとめさせる。本文 

の表現を参考にしてもよいとする。７文以 

上で書くように指示する。生徒が英文を書 

きやすいように、教師自身の考えをモデル 

として提示する。また、文のつながりなど 

を意識し、正確な英文が書けるように、教 

師が机間指導をして、生徒のサポートをす 

る。 

b) 生徒が自信をもって発表できるよう、ス 

ピーチの原稿となる英作文は提出させ、添 

削して返却する。返却後、授業中に原稿を

読む練習をする時間を設け、発音等につい

てアドバイスをする。発表は原稿を見ない

で行わせる。その際は絵などを用いてもよ

いとする。 

c)  ４～５人のグループになり、意見を発表させる。全員が発表した後、自分の意見と周囲の意

見を比較しながら、意見交換をさせる。疑問に思ったこと、賛成できること、賛成できないこ

となどについて話し合うように指導する。なるべくグループとしての意見をまとめさせる。 

d)  グループで代表者を選び、クラスで発表する。聞き手は、発表の内容についてコメントを書

き、発表者にフィードバックするように指導する。 

 

（オ）10月の研究内容の考察 

大きく分けて、二種類の活動を行った。一つ目は、新出単語を既習の英語で言い換える活動であ

る。二つ目は、この研究のまとめともいえるが、あるテーマに対して自分の意見を整理し、それを

英語で的確に伝える活動である。どちらも、生徒同士でコミュニケーションが図れるように、相手

が伝えたい情報を理解し、それに対して自分も意見を述べることとした。授業中に自分の意見を英

語で伝える方法として、書いて伝えること、書いたものを読んで伝えること、自分のことを話して

伝えること、の三つがあると考えているが、最初の二つの方法はこれまでにも何度か行ってきてい

るので、今回行ったスピーチという形にも、自発的に取り組んでいた。到達目標ごとの考察は次の

とおりである。 

  到達目標①：新出語彙の導入において、「聞く」「読む」「書く」活動を行うことができた。自

分が知っている単語で新出単語を説明することは、これまで教師が行ってきていた

ため、生徒にとっては取り組みやすい活動であった。それぞれが工夫して英文を書

いていた。また、クイズ形式で口頭での答え合わせをしたが、非常に意欲的に取り

組んでおり、語の意味の確認と定着を図ることができた。 

  到達目標②：グループでの発表の際、相手の意見に対して即座に自分の意見を述べることに抵抗

を感じている生徒もいた。ＡとＢとの対話において、Ａ→Ｂで終わりではなく、た

とえ短い文章であっても、Ａ→Ｂ→Ａ→Ｂと会話が続いていくことが重要であると

いうことは認識できているようで、発表者に対して何とか自分の意見を返そうと努

力する姿勢が見られた。短い文であったり、単語であったりしたが、英語でコミュ
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ニケーションを図ろうとする態度が見られた。英語で相手に何かを伝えること、相

手の伝えたいことを理解すること、を楽しんでいる様子が見えた。 

 

５ 検証とまとめ 
（１）事後アンケートによる検証 
  これまでの活動を振り返るために、事前アンケートと同じ内容でアンケートを行った。 

＜実施したアンケート＞ 対象：第３学年人文国際コース ２クラス36名 

問１ あなたは英語が好きですか？   はい  ・  いいえ 

問２ 「聞く」「話す」「読む」「書く」の中で得意なことは何ですか？ 

問３ 「聞く」「話す」「読む」「書く」の中で苦手なことは何ですか？ 

問４ 「聞く」「話す」「読む」「書く」に関して、英語でどのようなことができるようになり

たいですか？ 

問５ 英語は必要だと思いますか？   思う  ・  思わない 

＜アンケート集計結果＞ 

問１                    問２   
 

 

 

 

 

 

 

 

問３                     問５ 

   

問４（多いものを抜粋） 

 「聞く」に関して 

  先生の説明が聞き取れる／知らない単語も日本語がなくても言い換えた英語を聞けば 

意味が分かる 

 「話す」に関して 

  とりあえず話してみようと思えるようになった／発表は苦手だけど嫌ではない 

  グループで話し合うのは楽しい／自分が言いたいことを英語で言えると嬉しい 
 

 

50%50%

あなたは英語が好きですか？

好き

嫌い

32%

13%
23%

32%

聞く・話す・読む・書くの中で
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聞く

話す

読む

書く

20%

30%15%

35%

聞く・話す・読む・書くの中で
苦手なことは何ですか？

聞く

話す

98%

2%

英語は必要だと思いますか？

思う

思わな

い
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「読む」に関して 

辞書をひかなくても大体の内容が把握できるようになった 

「書く」に関して 
単語でなら言いたいことを書ける／少しずつ長い文章で書けるようになった 

  

アンケートの集計結果から、これまでの活動を通して、英語で自己表現活動を行うことに対する抵

抗感は減ってきていると感じる。問２から「聞く」「話す」「書く」ことを得意と感じている生徒が

増えていることが分かる。また、問３からは「書くこと」に対する苦手意識をもつ生徒が少なくなっ

たことが分かる。問４から分かることは、特に、「書くこと」に関しては、徐々に英語で書ける内容

がレベルアップしたり、文法等にも留意しながら徐々に正確な文が書けるようになっていると実感し

たりしている生徒が増えてきている。「話すこと」に関してはまだ苦手意識が強いが、少人数の中で

あれば単語をつなぎ合わせて何とか自分のことを伝えようとする姿勢も見え始めている。  

  

（２）まとめ 
研究当初に設定した仮説１～３については、さまざまな実践を通して概ね立証できたと考える。 

今回の研究で最も留意したことは、段階的な指導である。まずは、教師の発話する英語を徐々に増

やすなど、英語のインプット量を増やし、生徒が英語でのインプットに慣れてから、英語でのアウト

プットの機会を増やしていった。また、最初は教師からの英語での一方的な情報伝達から始めたが、

少しずつ教師と生徒との英語でのインタラクションを増やしていった。さらに、教師と生徒のやりと

りから、徐々に生徒同士でコミュニケーションが図れるような指導を工夫した。 

今回の研究いちばんの成果は、生徒が授業に対して受け身でなくなり、自発的に取り組むようにな

ったことである。また、「英語で説明されても分からない。」とあきらめるのでなく、「分からない

からよく聞こう。」という前向きで意欲的な姿勢を見せる生徒が増えてきたことも実感している。さ

らに、これまで日本語であっても自己表現することに対して消極的であった生徒が、英語で意見を書

いたり発表したりするようになったことは大きな変化である。教師も生徒も授業中に英語を使用する

機会が増えたことで、生徒は「相手が英語で言うことを理解しよう」「相手に自分の思いを英語で伝

えてみよう」という意識をもつようになってきた。これは英語で「コミュニケーションを図ろうとい

う態度」が育まれたからではないかと考える。 

 今後は「正確に」英語を理解し、「正確に」表現することが課題である。情報を発信したり、受け

取ったりすることには、積極的に取り組むようになってきたが、伝達する内容の「正確さ」はまだま

だ十分であるとは言えない。そのためには、これまでの活動に加えて、文法的な知識や更なる語彙の

習得が必要となる。英語でのコミュニケーション活動を通して、それらの知識を与えられるような指

導を目指し、さらに研究を進めたい。 
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